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特集「顕微鏡法による材料開発のための微細構造研究最前線（）」 ―顕微鏡イメージング技術の進展と材料科学の新展開―

特集「顕微鏡法による材料開発のための微細構造研究最前線(10)」

―顕微鏡イメージング技術の進展と材料科学の新展開―

企画にあたって
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このたび，「材料開発のための微細構造研究最前線(10)」と銘打った特集記事をお届けす

る運びとなりました．まてりあでは2000年以降，過去 9 回にわたり顕微鏡特集が企画さ

れ，その都度，透過電子顕微鏡法を中心に，構造組織解析に関する先端的な手法とその材料

科学への最新応用研究例が紹介されてきました．新しい構造・機能材料の開発や機能発現メ

カニズムの解明において，各種顕微鏡法によるマルチスケールでの微細組織解析・組成分析

が益々不可欠となってきております．前回企画から 7 年が経過し，この間，透過電子顕微

鏡法をはじめ各種顕微鏡法に数々の飛躍的な進展が見られることから，今回，「顕微鏡イメ

ージング技術の進展と材料科学の新展開」をテーマとして，顕微鏡特集の再企画化をまてり

あ編集委員会第 5 分科 3 グループから提案させて頂くに至りました．

本特集のねらいについて，過去の顕微鏡特集を参考に 53 グループ内で種々検討を重

ね，委員 8 名の意見を集約した結果，上記テーマに基づいて，◯各種顕微鏡法を用いて近

年明らかになった新しい知見，◯計算科学的手法による組織解析を含め，観察と画像解析に

際しての創意工夫にも焦点をあてる，◯広く材料研究者に関心を持って頂けるような内容，

との編集方針で記事を募集させて頂くこととなりました．やや短い募集期間ではありました

が，幸いにも39件の原稿をご投稿頂くことができました．これらの記事を，様々なイメ

ージング技術(件)，画像解析(件)，その場観察(件)，次元観察(件)，

TEM/STEM による材料組織解析(件)，収差補正 STEM による原子分解能イメージン

グ(件)，の 6 つの項目に分類し，次頁以降に紹介させて頂きます．

多種多様な顕微鏡法と応用研究例を掲載した本特集が，材料科学分野における顕微鏡イメ

ージング技術の動向把握の一助として，会員の皆様のお役に立ちますことを切に願っており

ます．ご執筆頂いた著者ならびに広告掲載企業の皆様に，この場をお借りして厚くお礼申し

上げます．
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